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延岡市

自主防災組織

連絡協議会

事務局

☎22-7105

延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。

結成しました

自主防災組織率

組織数

２８１組織

組織率
８６．４３％

令和７年１月９日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます
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【大人気の消防車両】

方
財
町
区
自
主
防
災
組
織
（
福
良
ツ
マ
子
会
長
）
は
、

令
和
七
年
一
月
二
十
六
日
（
日
）
方
財
公
民
館
に
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
で
進
行
役
と
発
表
者
を
決
め
た
の
ち
方

財
町
の
良
い
と
こ
ろ
、
不
安
に
思
う
と
こ
ろ
、
課
題
、

個
人
や
地
区
で
で
き
る
こ
と
の
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
「
初
日
の
出

が
素
晴
ら
し
い
」
「
海
の
近
く
な
の
で

津
波
が
心
配
」
「
備
蓄
品
の
保
管
を
個

人
だ
け
で
な
く
、
地
区
で
も
準
備
し
た

ほ
う
が
い
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し

た
。
福
良
会
長
か
ら
「
み
な
さ
ん
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
地
区
防
災
計
画
を
作

成
し
ま
す
」
と
伝
え
、
終
了
し
ま
し
た
。

方
財
町
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【意見の集約中】

【オープニングセレモニー】

【受領組織による集合写真】

【煙がすごい！】

【みんなでベッド作成】

【森口会長あいさつ】

【受領組織へ交付】

防

災

資

機

材

交

付

式

第
１
４
回
延
岡
市
防
災
フ
ェ
ス
タ

令
和
七
年
二
月
十
四
日
（
金
）
延
岡
市
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
（
森
口
正
輝
会
長
）
防
災
資
機
材
交
付

式
が
消
防
本
部
視
聴
覚
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
延
岡
市
自
主
防
災
組
織
資
機
材
整
備
事
業

補
助
金
を
活
用
し
て
購
入
し
た
新
規
結
成
資
機
材
を
４

組
織
及
び
簡
易
テ
ン
ト
を
１
０
組
織
に
交
付
し
ま
し
た
。

森
口
会
長
は
「
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
や
大
雨

災
害
が
発
生
し
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
見
つ
め
な
お

す
年
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
来
る
べ
き
災
害
に
備

え
、
自
助
・
共
助
を
担
う
自
主
防
災
組
織
を
充
実
さ
せ
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

交
付
さ
れ
た
１
４
組
織
を
代
表
し
て
オ
リ
エ
ン
ト
タ

ウ
ン
と
み
や
ま
区
甲
斐
喜
久
夫
会
長
が
、
お
礼
の
言
葉

と
し
て
「
昨
年
は
、
延
岡
市
で
も
震
度
４
を
記
録
す
る

地
震
や
大
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
防

災
訓
練
や
防
災
講
話
に
よ
り
、
危
機
感
を
持
つ
と
と
も

に
、
問
題
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

〇
新
規
結
成
資
機
材

①
オ
リ
エ
ン
ト
タ
ウ
ン
と
み
や
ま
区
（
甲
斐
喜
久
夫
会

長
）
②
佐
野
ね
む
の
木
団
地
区
（
苅
安
ま
み
子
会
長
）

③
妙
町
区
（
土
井
房
信
会
長
）
④
平
原
東
区
（
甲
斐
祥

太
郎
会
長
）

〇
簡
易
テ
ン
ト
受
領
組
織

①
大
門
町
区
（
田
中
純
一
郎
会
長
）
②
伊
形
区
（
稲
吉

悦
夫
会
長
）
③
上
平
原
区
（
山
本
盛
男
会
長
）
④
野
田

町
つ
つ
じ
３
区
（
岩
切
隆
幸
会
長
）
⑤
浜
砂
区
（
高
橋

延
岡
市
防
災
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
森
口
正
輝
実

行
委
員
長
）
は
、
令
和
七
年
二
月
二
日
（
日
）
イ
オ
ン

延
岡
駐
車
場
に
お
い
て
、
防
災
関
係
機
関
・
団
体
・
企

業
な
ど
約
２
０
団
体
が
参
加
し
て
、
第
１
４
回
延
岡
市

防
災
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。

延
岡
市
消
防
団
の
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
で
開
幕
。
会
場
に
は
約
６
千
人
の
方
が
見
学
に
訪
れ

ま
し
た
。
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
・
国
交
省
の
車
両
や

試
着
コ
ー
ナ
ー
は
、
人
気
が
高
く
順
番
待
ち
の
行
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
室
が
担
当
し
た
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
が
展
示
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
写
真
撮

影
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
飛
行
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
延
岡
支
部
は
、
新

聞
紙
ス
リ
ッ
パ
の
作
成
講
座
、
防
災
ク
イ
ズ
及
び
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
た
く
さ
ん
の
見
学
者
が
訪

れ
、
延
岡
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
「
と
よ
姫
隊
」
に
よ

る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
作
成
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
よ
る

煙
中
歩
行
、
心
肺
蘇
生
法
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
等

の
体
験
、
ペ
ッ
ト
防
災
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
展

示
を
見
て
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

貞
二
会
長
）
⑥
大
武
１
区
（
兒
玉
旨
喜
会
長
）
⑦
大
武

２
区
（
志
田
豊
司
会
長
）
⑧
柚
の
木
田
区
（
木
場
富
次

会
長
）
⑨
長
浜
団
地
区
（
福
田
行
倫
会
長
）
⑩
西
階
う

ぐ
い
す
区
（
村
上
友
久
会
長
）



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７ ２

み
な
と
推
進
チ
ー
ム
防
災
研
修
会

【顔の見える地域性】

塩

浜

町

笹

目

区

防

災

講

話

塩
浜
町
笹
目
区
自
主
防
災
組
織
（
石
川
俊
一
長
）
は
、

令
和
七
年
一
月
十
八
日
（
土
）
に
笹
目
教
育
セ
ン
タ
ー

で
、
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
昨
年
8
月
及
び
今
年
１
月
に

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
想
定
震
源
域
内
で
発
生
し
た

地
震
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
際
は
、
自
分
自
身
の
安
全
確

保
を
最
優
先
し
て
か
ら
、
家
族
の
安
否
確
認
や
避
難
行

動
を
行
う
事
が
重
要
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
注
意
）
が
発

令
さ
れ
た
時
の
行
動
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
有
限
会
社
旭
ケ
ミ
カ
ル
に
よ
る
防
災
グ
ッ

ズ
の
説
明
が
あ
り
、
物
心
両
面
の
備
え
に
つ
い
て
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

会
長
よ
り
、
３
月

９
日
（
日
）
に
計
画

す
る
防
災
訓
練
で
、

地
域
全
体
の
防
災
力

向
上
に
繋
げ
た
い
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

七
年
二
月
十
五
日
（
土
）
に
港
公
民
館
で
防
災
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

今
邑
会
長
か
ら
「
昨
年
１
０
月
の
大
雨
や
１
月
の
地

震
な
ど
延
岡
市
で
も
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
の
で
、

防
災
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

防
災
推
進
員
よ
り
令
和
6
年
１
０
月
に
発
生
し
た
大
雨

に
つ
い
て
、
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
雨
量
の
推
移
を
確

認
し
、
市
内
の
複
数
箇
所
で
孤
立
状
態
が
発
生
し
た
事

や
小
規
模
の
土
砂
災
害
で
も
破
壊
力
は
強
い
事
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
8
月
と
今
年
１
月
に
発

生
し
た
地
震
の
説
明
で
は
、
発
災
直
後

に
取
る
べ
き
行
動
や
就
寝
中
の
安
全
確

保
の
為
に
、
家
具
の
固
定
や
レ
イ
ア
ウ

ト
の
工
夫
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
事
や

地
震
予
知
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
普
段
か
ら
の
備
え
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

講
話
の
後
、
災
害
時
に
高
齢
者
や
要

支
援
者
に
対
す
る
避
難
支
援
の
考
え
方

や
日
頃
か
ら
の
啓
発
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
七
年
二
月
二
十
二
日
（
土
）
〜
二
十
三
日
（
日
）

に
五
ヶ
瀬
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
は
な
ウ
ォ
ー

ク
会
場
内
2
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
運
営
し
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
飲
食

を
楽
し
ん
だ
後
の
美
化
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
か
ら
、
北
熊
本
駐
屯
地
・
小
郡
駐
屯

地
・
都
城
駐
屯
地
及
び
宮
崎
地
方
協
力
本
部
延
岡
出
張

所
が
参
加
し
、
応
急
架
設
橋
設
置
や
音
楽
演
奏
及
び
装

備
品
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
は
な
ウ
ォ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

み
な
と
推
進
チ
ー
ム
（
今
邑
善
道
会
長
）
は
、
令
和

延
岡
市
区
長
連
絡
協
議
会
（
森
口
正
輝
会
長
）
は
、

自
主
防
災
組
織
結
成
に
つ
い
て

延
岡
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
（
森
口
正
輝
会

長
）
で
は
、
年
間
を
通
し
て
自
主
防
災
組
織
結
成
に
つ

い
て
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

結
成
方
法
や
役
割
な
ど
、
防
災
推
進
員
２
名
が
説
明

し
ま
す
の
で
、
消
防
本
部
警
防
課
（
２
２
ー
７
１
０

５
）
ま
で
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【ラッパ吹奏する隊員】

【架設橋行進中です】

【激励する読谷山市長】

【挨拶する石川会長】

【講話を聴く参加者】

【挨拶する中島会長】

〇延岡市民大学ＯＢ会
防災講話

４月２６日（土）
午前１１時〜
社会教育センター

〇中島町防災訓練
４月２７日（日）
午前 ９時～
中島街区公園

〇各地区区長会総会
＊３月１８日現在の情報です。
変更になる場合もあります。

・恒富地区
４月９日（水）
国技館 午後５時〜

・伊形地区
４月１２日（土）
土々呂コミセン午後１時〜

・東海地区
４月１９日（土）
東海コミセン午前１０時～

・岡富地区
４月２６日（土）
岡富コミセン 午後２時～

・南方地区
４月２７日（日）
南方東コミセン午前１０時〜


